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１ 目的

２ 業務の効率化
　電子決裁の拡充
　端末・ネットワークの見直し
　（端末統合、ファイル無害化、無線ＬＡＮ、

　　生体認証、リモート制御）

　ペーパーレス会議の拡充
　市長・副市長への説明
　その他の取組
　・電子契約の導入
　・監査の見直し
　・オンライン会議の活用
　・複合機の見直し

３ 働き方改革
　テレワークの見直し
　ミーティングスペースの設置

４ まとめ
　スケジュール
　概算経費

５ その他　
　ＡＩ技術の活用
　 （ＣｈａｔＧＰＴ、ＡＩ文字起こし）
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　社会環境の変化に伴い価値観やライフスタイルは多様化しており、限られた職

員数の中で質の高いきめ細やかなサービスを提供するため、様々なデジタル技術

を有効に活用し、更なる業務効率化や多様な働き方への対応を図り、職員の負荷

を増やすことなく政策的な課題に取り組める環境の整備を行うもの。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１ 目的
ペーパーレスの推進について

端末の統合
内部系とインターネット系
を一台の端末に統合し、
業務の効率化を図る電子決裁の拡充

文書管理にも電子決裁を導入し、
紙での決裁を廃止する

無線ＬＡＮの見直し
内部系ネットワークの無線化を行い、
自席以外での業務を可能にする

認証の見直し
自席以外での使用を考慮し、
なりすまし防止対策として
生体認証に変更する

ワイヤレス投影
ワンクリックで画面を投影し、
オンライン会議の迅速化を図る

ペーパーレス会議の拡充
ペーパーレス会議システムや
ビジネスチャットを活用し、
ペーパーレス会議を拡充する

電子契約の導入
契約書のペーパーレス化に
より、業務の効率化を図る

【全体像】　　ペーパーレスによる業務効率化　　　　　　　　　　　　多様な働き方への対応

テレワークの運用見直し
テレワークを短期間でも利用で
きるようにするなど、多様な働
き方を可能にする。

ミーティングスペースの設置
部や課の垣根を越えて職員同士がパソコンを
持ち寄って打合せができる場所を設ける。

最新のデジタル技術を活用し
業務の効率化を図る。

ファイル無害化
インターネット系のファイルを
内部系に移動できるようにする

在宅以外での端末利用
出張先等でも業務端末を利用
できようにし、業務の効率化
を図る。
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２ 業務の効率化（電子決裁の拡充）

ペーパーレスの推進について

　現在、財務会計（財務伝票）や庶務管理（休暇申請等）で行っている電子決裁

を、文書管理にも導入し、紙での決裁を原則廃止する。

スケジュール（案）
　令和６年５月　システム構築開始
　令和７年２月　文書の電子決裁運用開始

（１）メール等の電子文書

　現在、メール等の電子データによる文書については、印刷して

収受を行い、起案・決裁を行っているが、電子決裁機能導入後は、

印刷を行わず電子データのまま文書管理システムで収受、起案・

決裁を行う。

（２）紙文書

　紙の文書については、スキャンを行い、電子データにしてから

文書管理システムで収受、起案、決裁等を行う。

　スキャンを行った紙文書については、電子データを正本として

保存し、紙の文書は廃棄する。ただし、契約書や法令等の規定に

より紙文書の保存が義務付けられるもの等の紙文書で保存すべき

ものは、紙文書原本を保存する。

　また、大量の文書を添付する必要がある起案については、ス

キャンを行わず、いままで通りの紙決裁を行い（起案文書は、文

書管理システムで作成）決裁情報を文書管理システムに登録する。

文書管理システムのバージョンアップ（令和６年度）に
合わせて電子決裁機能を実装する。
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　業務で利用している内部系端末及びインターネット系端末を１台に統合すると

ともに、自席以外でも利用できるように無線化や必要なセキュリティ対策を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２ 業務の効率化（端末・ネットワークの見直し）

ペーパーレスの推進について

（１）端末の統合　　　

内部系（ＬＧＷＡＮ系）
グループウェア、課フォルダ等が利用でき、
業務端末として使用。（１人１台）

インターネット系
インターネットが利用でき、情報検索等に
使用。（２人１台）

内部系

インターネット系

統合端末
端末内で環境分離することにより、内部系端末の画面
の中で、インターネット系の画面を操作することがで
きるようにする。（１人１台）

【仮想ブラウザ（ローカルコンテナ方式）】

内部系端末で、安全にインターネットを利用できるようにすることや、無線化を行い
自席以外でも使用できるようにするなど、１台の端末で効率的に事務を行うことがで
きる環境を整備する。

ファイル無害化

無線ＬＡＮ

生体認証

リモート制御

内部系とインターネット系の間の
ファイル移動を行えるようにする。

統合端末を自席以外でも使用でき
るようにする。

なりすまし防止対策を行う。

紛失・盗難による情報漏えい対策
を行う。

＜追加機能＞内部系

インターネット系

スケジュール（案）
　令和６年１０月　統合端末運用開始
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２ 業務の効率化（端末・ネットワークの見直し）

ペーパーレスの推進について

　インターネット系端末から内部系端末へのデータ移動は、ＵＳ
Ｂメモリー等を使用しているが、端末統合に合わせファイル無害
化を利用した画面上でのデータ移動が可能な仕組みを導入する。
（ＵＳＢメモリーは、廃止）

＜インターネット系から内部系にファイルを移動＞

＜ファイル無害化の対象外ファイルの受渡も可能＞

（２）ファイル無害化　　　　　　　　　　　　　　（３）無線ＬＡＮ

　内部系とインターネット系の端末統合に合わせて、内部系の無
線化を行う。
（無線のアクセスポイントは既存のアクセスポイントを活用し、
市役所及び分庁舎については、有線ＬＡＮを廃止）

＜職員ＷｉＦｉ設置場所＞

既存の無線アクセスポイントをインターネット系から
内部系へ変更する。

ファイル無害化を利用し、端末の画面上で、インター
ネット系から内部系にファイルを安全に移動できるよ
うにする。
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２ 業務の効率化（端末・ネットワークの見直し）

ペーパーレスの推進について

●ＩＣカード認証から生体認証に変更
　ＩＣカード認証では外部からの接続時に利用できないことや、
持ち運びの手間がかかることから、認証方法の見直しを行う。

　県内では、内部系（ＬＧＷＡＮ系）端末において、二要素認証
（ＩＣカードとパスワード）を行っているのは、４団体（富山市、
魚津市、南砺市、射水市）であり、その他の自治体は、二要素認
証を行っていない状況である。（パスワードのみの認証）
　
　今後、外部での端末利用も想定し、パスワード認証だけでは、
情報セキュリティ対策としては弱いことから、二要素認証を継続
する。
　また、認証するための機器（ＩＣカードリーダー等）を持ち運
ばなくてもいい仕組みとして、生体認証（顔認証等）とパスワー
ドによる二要素認証に見直しを行い、なりすまし対策を行う。
　

（４）パソコンの認証（生体認証）　　　　　　　　（５）リモート制御

●端末紛失時の情報漏えい対策
　庁外に持ち出した端末が紛失・盗難にあった場合に備え、端末
内のディスク暗号化や、インターネット経由で画面ロックやデー
タ削除を行える機能を追加し、情報漏えい対策を行う。

自席以外での利用も想定し、なりすまし防止等の情報
セキュリティ対策を見直す。

生体認証

自席以外での利用も想定し、端末紛失による情報漏え
い対策を講じる。
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２ 業務の効率化（ペーパーレス会議の拡充）

ペーパーレスの推進について

　既存のペーパーレス会議システム（ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ）やビジネスチャット

（ＬｏＧｏチャット）を活用し、ペーパーレス会議の拡充を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ」と「ＬｏＧｏチャット」の使い分けについて

定期的に開催する会議等については、
「ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ」を使用

１会議、打合せに係る運用について
　⑴　フォルダの作成
　　ア　会議
　　　　総務課が担当課からの依頼を受けて作成。
　　イ　打合せ
　　　　原則、担当課が作成。
　⑵　データの削除
　　ア　会議
　　　　翌々年度に、総務課で削除。
　　イ　打合せ

　　　　３か月経過を目途に担当課で削除。

２ライセンスについて
　現状は、部長、次長、課長以外に、各課（出先機関除く）に１
ライセンス割り当てているが、将来的には各課に１ライセンスの
ところを各係に１ライセンス割り当てる。

（現在のライセンス数：１００）

単発的に開催する会議等については、
「ＬｏＧｏチャット」を使用

１会議、打合せに係る運用について

　トークの作成やデータの削除は、
会議や打合せの参加者が行う。

２ライセンスについて

　消防や保育園を除く、多くの職員が利用しており、現在のライ
センス数でペーパーレス会議に活用できる。
（現在のライセンス数：４９９）

【特徴】

ペーパーレス会議に特化し
た機能を備えている。

スケジュール（案）
　令和６年度　運用ルールを作成
　令和７年度　端末の統合に合わせて、ペーパーレス会議

システムのアカウント数を拡充

外部の方を含む会議については、メールやペーパーレス会議シ
ステム、クラウドストレージ（外部ファイルサーバ）等の利用
を検討する。

【特徴】

資料の共有等を迅速に行え
る。



9

２ 業務の効率化（市長・副市長への説明）

ペーパーレスの推進について

　事前に資料を専用フォルダに格納するとともに、説明時には、市長室及び副市

長室に新たに設置するモニターにワイヤレスで画面を投影しながら説明を行う。

（１）事前に資料を共有

　打合せを行う担当課は、説明の前日までに、ペーパーレス会議

システム（SideBooks）内の市長・副市長専用フォルダに資料を保

存する。

（２）ワイヤレス投影システム（ClickShareを想定）

　説明者のパソコンから、市長室、副市長室に常設するモニター

にワンクリックでワイヤレス投影できる仕組みを導入することで、

接続準備等の負荷を無くし、速やかに画面を共有しながら説明を

行えるようにする。

ワイヤレストングルをＰＣに挿し、ボタンを押すだけで画面を投影

ワンクリックで常設のモニターに端末の画面を投影し、
速やかに資料を共有できる環境を整備する。

スケジュール（案）
　令和６年度　ワイヤレス投影システムの導入
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２ 業務の効率化（その他の取組）

ペーパーレスの推進について

●県が導入したシステムを県内１３市町村で共同調達を検討
　※富山県は、令和４年度導入
　※富山市、魚津市、滑川市、上市町、舟橋村が令和５年度導入
　（現在、射水市はトライアルに参加中）

●期待される効果
・サービス向上と費用削減
　印紙税、印刷費、郵送料が不要となる。
・業務の効率化
　契約に関する業務時間が短縮
・管理性の向上
　契約書がクラウド上で管理され、紛失リスクを回避

（１）電子契約の導入　　　　　　　　　　　　　　（２）複合機の見直し

　複合機については、印刷機としての需要が減ることから、台数
削減を見込んでいるが、資料の印刷以外にも、紙を電子データ化
するための「スキャナー」としての利用や、外部との資料を受渡
しする手段の一つである「ＦＡＸ」としても利用している。
　このことから、複合機の削減に合わせ、「ネットワークスキャ
ナー」や「インターネットＦＡＸ」の活用を検討する。

「ネットワークスキャナー」
　紙資料を高速で電子データ化し、ファイルサーバに保存できる
ようにする。

「インターネットＦＡＸ」
　電話回線を利用したＦＡＸからインターネットを活用したＦＡ
Ｘに見直し、紙を使用しない効率的な仕組みに変更する。

契約書のペーパーレス化により、業務の効率化を図る。 ペーパーレスの推進に合わせ、複合機も削減する。

スケジュール（案）
　令和６年１０月　電子契約の運用開始
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２ 業務の効率化（その他の取組）

ペーパーレスの推進について

ミーティングボードの導入（ＭＡＸＨＵＢを想定）

　ミーティングボードを導入し、オンライン会議の準備にかかる
労力の削減や資料共有の迅速化を行うなど、業務の効率化を図る。

①オンライン会議
　カメラ、マイク、スピーカー、パソコンなど会議に必要な機能
を搭載しており、電源を入れるだけでオンライン会議が可能。

②電子黒板
　投影した資料に書き込みが可能

③ワイヤレス投影
　説明者のパソコンから、ワンクリックでワイヤレス投影できる
仕組みを導入することで、接続準備等の負荷を無くし、速やかに
説明を行えるようにする。

（３）オンライン会議の活用　　　　　　　　　　　（４）監査の見直し

●監査資料
　監査委員は、ペーパーレス会議システムに保存した資料をもと
に監査を実施する。
　※ＩＤ・パスワードを交付し、自宅でもペーパーレス会議シス

テムを利用し、資料を確認できるようにする。

●財務伝票
　財務会計システムの閲覧権限を付与し、システム上で事前審査
を行う。

●関係書類
　決裁文書については、文書管理システムの閲覧権限を付与し、
システム上で事前審査を行う。
　その他資料については、電子ファイルで監査委員事務局に提出
する。

●期待される効果
・資料作成に伴う作業時間の縮減や印刷経費の削減
・必要な情報を素早く検索できるなど監査の効率化が図られる。

監査資料の電子化により、業務の効率化を図る。会議のペーパーレス化に合わせて、オンライン会議を
迅速かつ効率的に行える環境を整備する。

ワイヤレストングルをＰＣに挿し、

ボタンを押すだけで画面を投影

外部機器の接続なくＷＥＢ会議が

行えるほか、電子黒板としても利用

スケジュール（案）
　令和６年１月　監査資料のペーパーレス化
　令和７年４月　関係資料等のペーパーレス化

スケジュール（案）
　令和６年７月　ミーティングボードの運用開始
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　柔軟な働き方の検討を進めるとともに、自宅での利用を想定した現在のシステ

ムを見直し、在宅以外（出張先等）でも利用できるシステムを導入する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３ 働き方改革（テレワークの見直し）

ペーパーレスの推進について

柔軟な働き方

　「優秀な人材確保」、「長時間労働の是正」や「多種多様な働き方の

推進」のため、制度設計の見直しは急務であると捉えており、柔軟な働

き方を選択できるようにし、勤務時間等の勤務条件を魅力あるものにし

ていくことが重要であると考えている。

　現在、検討を進めているペーパーレス化実現の先にある働き方改革の

一つとして取り組み、また適正な勤怠管理を行うことで、育児や介護等

に携わる職員をはじめ、希望する職員が柔軟に利用できる制度設計とし

ていく。

例えば、

・育児や介護に携わる職員が必要に応じ、１日や２日といった短期間

（若しくは１日のうち半日や数時間）だけの利用

・在宅以外（コワーキングスペースや出張先）での利用

など、個人のライフスタイルに合う働き方を実現させることで、人材

の離職を防ぐことにもつながると考えている。

スケジュール（案）
　令和５年度　テレワークの運用見直し
　令和７年度　新たなテレワークシステムの導入　

テレワークシステムの見直し

在宅以外でも業務ができるように、システムの見直し
（閉域網を使用）を行い、多様な働き方を可能にする。
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３ 働き方改革（ミーティングスペースの設置）

ペーパーレスの推進について

　固定席を持たないフリーアドレスの導入ではなく、部署を横断したコミュニ

ケーションの活性化を目的としたミーティングスペースの導入から始める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フリーアドレスの考え方

　フリーアドレスに先進的に取り組んでいる市町村の事例も参考にした

が、各所属で窓口に来客があることを考えると、課の配置は決めなけれ

ばならず、業務効率化の観点からもフリーアドレスを導入しても所属以

外の場所で仕事することは考えにくい。

　ただし、フリーアドレスの環境を整えることで、所属以外の場所で仕

事をすることが可能となり、部署を横断したコミュニケーションの活性

化も期待できることから、まずは、部や課の垣根を超えて職員同士がパ

ソコンを持ち寄って打合せ等を行えるスペース（ミーティングスペー

ス）を設けたい。

（人事課と財政課の間にある打合せ場所のような場所）

スケジュール（案）
　令和７年度　ミーティングスペースの検討

ペーパーレスが進捗し、キャビネット等を撤去したスペー
スを活用して、ミーティングスペースを確保する。
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４ まとめ（スケジュール）

ペーパーレスの推進について

令和5年度 令和6年度 令和７年度

上期 下期 上期 下期 上期 下期

文書の電子決裁

端末・ネットワーク
の見直し

ペーパーレス会議の
拡充

市長・副市長への
説明

電子契約
ミーティングボード
監査の見直し

テレワーク、ミー
ティングスペース

Ｒ７．２　文書の電子決裁開始調査・検討 システム構築

Ｒ７．７

　外部ファイルサーバ運用開始

（外部を含む会議のペーパーレス

　化を順次開始）

調達

運用ルール策定

運用ルール策定

調達

調達 Ｒ６．７　ミーティングボード運用開始（会議室３０１）

Ｒ６．１　監査資料のペーパーレス化 Ｒ７．４　監査事前資料のペーパーレス化

Ｒ７．５　ペーパーレス会議システムの

　　　　　ライセンス追加

調達 Ｒ７．７

　新テレワークシステム導入

　自宅以外での端末利用も可能

Ｒ５．１０　テレワークの運用見直し

ミーティングスペースの検討

Ｒ６．１０　電子契約の運用開始電子契約システムのトライアル 調達

調査・検討

Ｒ６．７　ワイヤレス投影システム導入

　　　　　市長・副市長説明のペーパーレス化

調査・検討

調査・検討

調査・検討

Ｒ６．１０　統合端末の運用開始

　　　　　　仮想サーバ増強

　　　　　　ファイル無害化

　　　　　　生体認証

調達 構築

調達 構築 Ｒ６．１０　無線ＬＡＮ運用開始

調達 Ｒ７．７　リモート制御
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４ まとめ（概算経費）

ペーパーレスの推進について

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

文書の電子決裁
（cous：ＰＤＦ連携オプ
ション）

導入費　２４８千円
利用料　１２１千円 利用料　７２６千円 利用料　７２６千円 利用料　７２６千円 利用料　７２６千円

ペーパーレス会議
（SideBooks：５０ライセ
ンス追加）

利用料　１３２千円 利用料　１３２千円 利用料　１３２千円 利用料　１３２千円

外部ファイルサーバ
（box：１０ユーザ） 利用料　３６０千円 利用料　３６０千円 利用料　３６０千円 利用料　３６０千円

ワイヤレス投影シス
テム（ClickShare） 利用料　７４千円 利用料　１４７千円 利用料　１４７千円 利用料　１４７千円 利用料　１４７千円

ミーティングボード
（MAXHUB） 利用料　８０千円 利用料　１６０千円 利用料　１６０千円 利用料　１６０千円 利用料　１６０千円

電子契約
（CloudSign）

導入費　５００千円
利用料　　５０千円 利用料　　５０千円 利用料　　５０千円 利用料　　５０千円 利用料　　５０千円

テレワークシステム
（Unoモバイル：30回線、
５年契約）

利用料　４５０千円 利用料　４５０千円 利用料　４５０千円 利用料　４５０千円

小　計 １，０７３千円 １，５７５千円 １，５７５千円 １，５７５千円 １，５７５千円

合　計(A) ７，３７３千円

※端末・ネットワーク経費については、次ページ

（現行システム ５９４千円）

【総務課】

【総務課】

【資産経営課】

【資産経営課】

【資産経営課】

【人事課】

【総務課】
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４ まとめ（概算経費）

ペーパーレスの推進について

追加経費 令和６年度～令和１０年度
端末統合（SKYSEAブラウザ分離） ８１，４１０千円

ファイル無害化（OPSWAT） １４，２６０千円

顔認証（SmartOn顔認証） １３，８１０千円

仮想サーバリソース増強 １４，８５０千円

無線ＬＡＮ（Cisco） １５，４５０千円

全体作業費（設計・動作確認・説明会 等） １５，４９０千円

端末設定作業 　５，１９０千円

サーバ、ネットワーク設定変更作業 　２１，４４０千円

合　計(B) １８１，９００千円

端末・ネットワーク経費 【資産経営課】

削減経費 令和６年度～令和１０年度
端末統合によるインターネット端末の削減（端末 ４７９台） ▲７３，１１７千円

無線化によるネットワーク機器の削減（HUB ５７台） ▲１７，７７６千円

ＩＣカード・カードプリンタ ▲　４，０５８千円

印刷費・用紙代（令和７年度～：50％削減） ▲４８，４００千円

ファイル用品（令和７年度～：購入不要） ▲　３，９３６千円

合　計(C) ▲１４７，２８７千円

追加経費(A) 7,373千円 ＋ 追加経費(B) 181,900千円 ー 削減経費(C) 147,287千円 ＝ 41,986千円（年8,398千円）
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ペーパーレスの推進について

５ その他（ＡＩ技術の活用）

　今回のペーパーレス推進の取組と合わせて、ＡＩ技術を活用することにより、

更なる業務の効率化に取り組む。

（１）ＣｈａｔＧＰＴ
　自治体向けＡＩ「ＺＥＶＯ（ゼボ）」

　シフトプラス株式会社（大阪府大阪市）

セキュリティの高い自治体向けの生成ＡＩサービスを活用
し、業務の効率化を図る。

　内部系（ＬＧＷＡＮ系）端末からＣｈａｔＧＰＴを使用するこ
とができる。

＜セキュリティ対策＞
・ＬＧＷＡＮ（行政専用のネットワーク）環境で利用
・ユーザー管理
・自治体専用特定領域でデータを保持

（２）ＡＩ文字起こし
　ＡＩ文字起こし「Ｌｏｇｍｅｅｔｓ（ログミーツ）」

　株式会社時空テクノロジーズ（東京都港区）

ＡＩ文字起こしの活用により、議事録作成に要する時間を
大幅に削減する。

　会議内の会話を録音しながら、ＡＩがリアルタイムに文字起こ
しを行う。（対面会議、オンライン会議の両方に対応可能）

　また、ボタン一つで「ＣｈａｔＧＰＴ」を活用したＡＩによる
要約が行えるなど、議事録の作成を大幅に短縮

令和５年度実証中 令和５年度実証中


